
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 
 

平成 24 年 6 月 15 日現在 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

機関番号：32630 

研究種目：若手研究（B） 

研究期間：2008～2011 

課題番号：20720119 

研究課題名（和文） 日本語の活格性にまつわる記述的研究 

 

研究課題名（英文） Split Intransitivity in Japanese 

 

研究代表者 

竹内 史郎（TAKEUCHI SHIRO） 

成城大学・文芸学部・准教授 

研究者番号：70455947 

 
研究成果の概要（和文）：本研究は，時代語や諸方言を含めた日本語の格標示体系のうちに，こ
れまで認識されてきたものとは異なる新しい性質を見出そうとするものである。すなわち，日
本語に活格性が認められることを確かめ，その性質を詳しく記述することを目的とする。本研
究の主たる成果は，次の二点に集約される。 

（1）有形格助詞の個別的な振る舞いに認められる活格性 
（2）主節の格標示体系に認められる活格性 

（1）の成果については次の通りである。奈良時代語の活格性にまつわる有形格助詞として格助
詞ヲ，格助詞シ，格助詞イ等を取り上げ，それらの振る舞いを記述した。その結果，格助詞ヲ
と格助詞シは非動作格（inactive）として，格助詞イは動作格（active）としてそれぞれ特徴
づけられる。また，（2）については次の通りである。平安時代語の主節に見える主語や目的語
として現れた無助詞名詞句を採取・分析した結果，古代日本語の主節においては，〈動作主〉
主語と〈対象〉主語の振る舞いが異なり，〈対象〉主語はむしろ他動詞文の目的語と同様に振
る舞う。古代日本語の無助詞名詞句は意味役割によってその振る舞いが決定されていると考え
られる。 
 
 
研究成果の概要（英文）：This research was carried out with the main focus on the 
following two points which will lead to the new character of case marking system in 
early old and old Japanese.  

(1) Active-inactivity of case markers, wo, si, i. 
(2) Active-inactivity of a case marking system that consists of null arguments in 

main clauses. 
Differing from modern Japanese, in early old Japanese case particle wo marks not only 
objects but also subjects of inactive intransitive verbs. Case particle si, which is 
peculiar to early old Japanese, marks only internal arguments in the same way as wo. 
Therefore, wo and si are characterized as an inactive marker. Case particle i marks 
only subjects of transitive verbs and active intransitive verbs. Therefore, i is 
characterized as an active marker. On the other hand, I discussed a case system of 
main clauses that consists of null arguments in old Japanese. The conclusion is 
summed up in the following. The case system of main clauses in old Japanese is a 
system that neither accusative nor ergative, but rather a system that conceptually 
neutralizes this division, a system unmarked as to accusative or ergative.  
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１．研究開始当初の背景 

奈良時代の日本語では，「山を高み」「旅
を苦しみ」といった原因理由節が頻繁に用い
られる。このミ語法について筆者はいくつか
の側面について考察を加えてきたが，なお残
された問題として，節の内部に格助詞ヲが現
れることがある。ミ語法のヲ格名詞句は形容
詞の一活用形である「形容詞語幹＋ミ」に係
ることに加え，直接の対応物が現代共通語に
存在しないこともあって十分に理解されて
いるとは言えない。この問題について，筆者
は，形容詞構文と考えられるミ語法にヲが現
れるのは奈良時代語の格標示体系に含まれ
る特性，すなわち活格性によるものと解釈す
ることで説明が与えられるとの見通しを持
っていた。さらには，姉妹関係にある古代琉
球方言の活格性も並行して研究することで，
時代語や諸方言を含むより広い日本語の性
質として活格性を考えるという着想を得て
いた。 

以上のことに加え，時代語や諸方言を含め，
これまで日本語に活格性が存在した（あるい
は存在する）ということが十分に検証された
研究はない。例えば，従来の研究では，奈良
時代語の格標示体系に活格性が認められる
との指摘はあるが，証拠の提示やデータの整
理に関して不十分さが残る。また，かつての
喜界島方言の格標示体系についても，今のと
ころ，主語名詞が有生性を有する場合に限り
認められるとの結論で落ち着いているが，こ
の活格性のあり方についてなお検証してい
く余地があるように思われる。 
 
２．研究の目的 
既述のように，時代語や諸方言を含め、こ

れまで日本語に活格性が存在した（あるいは
存在する）ということが十分に検証された研
究はない。本研究は、日本語に活格性が認め
られることを確かめ、その性質を詳しく記述
することを目的とする。この意味で本研究は、
特定の共時態における言語現象にとどまる

のではなく、時代語や諸方言を含めた日本語
の格標示体系にこれまで認識されてきたも
のとは異なる新しい性質を見出そうとする
ものである。 

 
３．研究の方法 

本研究のデータは主に文献を調査するこ
とによって得られた。奈良時代語の調査では，
『萬葉集』を始めとし『古事記』『日本書紀』
『続日本紀宣命』等の資料を用いた。平安時
代語の調査では，『土左日記』『大和物語』
を用いた。そして，平安時代初期の訓点資料
については『小川本願経四分律古点』『成実
論天長点』『西大寺本金光明最勝王経古点』
等を用いた。またさらに，古代琉球方言の調
査では『おもろさうし』を用い，適宜，現代
琉球方言におけるデータも参照した。 
文献等から得られたデータは，当該の格助

詞とこれによって標示される名詞句が担う
文法関係との対応がどのようなものかとい
う観点から分析され，この観点から，当該の
格形式が，他動詞の主語，他動詞の目的語，
行為性の自動詞の主語，非行為性の自動詞の
主語のうちでどれ（とどれ）を標示すること
になるのかが明らかにし，当該の格が名詞句
を標示する際の基準を導き出した。 
また，考察の際，対格型である現代共通語

の格標示体系との差分に着目したり，姉妹関
係にある奈良時代語の格標示体系と古代琉
球方言の格標示体系とを比較･対照したりす
ることで，両者の活格性のあり方について重
要な手がかりが得ることができた。 
 
４．研究成果 
 本研究の成果は，次の三つの観点から整理
される。 
（1）上代語における格助詞ヲ、格助詞シ、

格助詞イの振る舞いについて 
（2）主節における格標示体系について 
（3）その他周辺領域  
まず，（1）に関する成果は以下の通りであ



る。奈良時代語の活格性にまつわる有形格助
詞として格助詞ヲ，格助詞シ，格助詞イを取
り上げ，それらの振る舞いを記述した。その
結果，格助詞ヲは現代語の格助詞ヲとは異な
り，他動詞の目的語のみならず，非行為性の
自 動 詞 の 主 語 を も 標 示 し ， 非 動 作 格
（inactive）と特徴づけられる。また，格助
詞シについてもその標示がほぼ内項のみに
限られ，同じく非動作格（inactive）と特徴
づけることができる。これに対し，格助詞イ
はその標示が他動詞の目的語と行為性の自
動詞の主語に限られ，非行為性の自動詞の主
語を標示することがない。このような現象か
ら，格助詞イは動作格（active）として特徴
づけることができる。また，ヲ，シ，イのい
ずれの形式においても格助詞のみならず間
投助詞が認められる点に着目し，三者は共通
する助詞の機能変化のあり方を示している
ことを指摘した。 
 次に，（2）の成果について述べる。本研究
では，有形格助詞の個別的な振る舞いの記述
にとどまらず，より体系的な観点から，すな
わち格標示体系の観点から考察を行った。そ
の結果，特に，主節において無助詞名詞句と
して実現した述語の項の振る舞いが明らか
になった。このことをより詳しく述べれば次
のようになる。 
資料は土左日記，大和物語を用い，そこに

見える主語や目的語として現れた無助詞名
詞句を採取し，分析を行った。この結果，古
代日本語の主節では，〈動作主〉主語と〈対
象〉主語の振る舞いが異なり，〈対象〉主語
はむしろ他動詞文の目的語と同様に振る舞
うこと，古代日本語の無助詞名詞句は意味役
割によってその振る舞いが決定されている
こと等が明らかになった。さらには，無助詞
目的語とヲ格目的語の統語上の振る舞いの
違いにも言及し，こうした無助詞目的語とヲ
格目的語の振る舞いの違いが，古代日本語の
無助詞名詞句の振る舞いが意味役割により
決定されていることの根拠となり得ると述
べた。 
 最後に，（3）の成果について述べる。この
成果の一つ目として，奈良時代語の活格性を
考える上で重要なファクターとなるミ語法
の係り先について詳しく論じた。すなわち，
ト節に含まれたミ語法の係り先について，従
来の研究では，定説を見なかったが，今回の
考察においていくつかの根拠を示し，その係
り先がト節を越えるものではないことを論
じた。 

二つ目として，ツツアルというアスペクト
形式の文体上の分布を歴史的に明らかにし
た。ツツアリという形式自体は，上代文献か
らすでに存在しているが，中世以後，文献か
ら姿を消し，そして江戸時代後期から近代に
かけて再び用いられるようになる。以上をふ

まえると，古代語のツツアリが復活したかの
ように見えるが，中世以前のツツアルは話し
言葉で用いられており，江戸時代後期以後の
ツツアルは書き言葉で用いられるという点
で，両者は別個のものと考えられる。また，
ツツアルの再生は，欧文翻訳が契機となった
ことも併せて論じた。 
 三つ目としては，近代から現代におけるツ
ツアルの意味変化および，ツツアルとテイル
から成るアスペクト体系の変化について論
じた。すなわち，近代語以降のツツアルには
〈不完成〉から〈変化進行〉へという意味変
化が認められること，また，この意味変化は
テイルとの張り合い関係から生じているこ
と等を論じた。 

これらのツツアルの研究は，一見日本語の
活格性と無関係であると感じられるかもし
れない。しかし広く世界の言語を見渡したと
き，活格性と述語のアスペクチュアルな性質
が密接な関係にあることはよく知られた事
実であり，日本語の活格性についても同様に，
述語のアスペクチュアルな性質を考えるこ
となしに論じることはできない。以上の研究
は，このような意味で，筆者のアスペクト研
究の「入口」ということになる。 
本研究課題は，現在の方向性を継続して推

進していくことができる。本研究の成果をふ
まえ，格標示体系の歴史的変化や，方言の格
標示体系の記述等へと展開していくことが
予想され，波及するところは小さくないと考
えられる。ただし，より本研究の基盤を確か
なものにするため，成果についての多角的な
検証と研究の進展についての慎重な吟味は
不可欠と考える。 
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